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大気シミュレーションモデル（１）
モデル （気象モデル）モデル ： （気象モデル） WRF v3.1

（化学輸送モデル） CMAQ v4.6
グリッド ：117ｘ117ｘ34
水平分解能：6km水平分解能：6km

計算領域
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大気シミュレーションモデル（2）
計算条件 I‐131 Cs‐137

放出量 下図

全 ガ と仮定 )

乾性・湿性
沈着

全てガスと仮定*)

（SO2と同様のﾊﾟﾗﾒﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝ）
(Sportisse, 2007など)

粒径1µmの粒子と仮定*)

壊変 半減期8.02日を基に計算
(0.361%/hrの減衰率)
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・降雨の再現性
沈着パラメ タ

原子力安全委員会4/12発表資料をもとにデータ化
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・沈着パラメータ



シミュレーション結果(I‐131の積算沈着量)
3月11‐23日 3月24‐29日

・I‐131はガスであるため、乾性沈着が多く、湿性沈着は少ない。
そのため、沈着量は大気中濃度に強く依存する。
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・原発周辺だけでなく、風によって放射性物質が輸送された福島
県東部や茨城県などの関東地方で沈着量が多い。



シミュレーション結果(Cs‐137の積算沈着量)
3月11‐23日 3月24‐29日

・Cs‐137は粒子であるため、乾性沈着が少なく、湿性沈着が多い。
そのため、沈着量は大気中濃度と降水量の両方に関係する。
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・原発周辺だけでなく、風によって放射性物質が輸送され、且つ、
降雨があった福島県東部、宮城県、関東北部で沈着量が多い。



3/11‐29における沈着量の割合
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シミュレーション結果：都県別の沈着量・大気濃度の経日変化（１）
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シミュレーション結果：都県別の沈着量・大気濃度の経日変化（2）
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I‐131 Cs‐137

シミュレーション結果：都県別の沈着量・大気濃度の経日変化（3）
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まとめ（１）

■事故発生から3月23日までの間に、大気中に放

出された放射性物質が、乾性・湿性沈着によっ

て地表面に降下したて地表面に降下した。

■3月24日以降は、新たな放出が少なく、また、大

気中 放射性物質も減少した とから 沈着量気中の放射性物質も減少したことから、沈着量

は大幅に減少しているは大幅に減少している。

10



まとめ（２）
はガ 状物質 あるため 乾性沈着 湿性沈着と■I‐131はガス状物質であるため、乾性沈着＞湿性沈着と

なり、風の影響が降水の影響よりも大きい。Cs‐137は粒

子状物質であるため、乾性沈着＜湿性沈着となり、風に

も降水にも影響を受ける このため I‐131とCs‐137の沈も降水にも影響を受ける。このため、I‐131とCs‐137の沈

着量分布は異なる。

■ I‐131は原発周辺だけでなく、風によって放射性物質が
輸送された福島県東部や茨城県などの関東地方で沈着
が量が多い。Cs‐137も原発周辺だけでなく、風によって放

射性物質が輸送され、且つ、降雨があった福島県東部、
城 部 着 が多宮城県、関東北部で沈着量が多い。

■一方 日本海側地域や中部地方西部以西 岩手県以北■一方、日本海側地域や中部地方西部以西、岩手県以北
では沈着量が少ない。
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